
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【  京都府  】 

学校名【 京都府立鳥羽高等学校 】 

１実践テーマ 【  Ⅴ  】  

２実施対象者 全日制普通科 

スポーツ総合専攻１年（男27名、女13名 合計40名） 

        ２年（男28名、女13名 合計41名） 

        ３年（男26名、女16名 合計42名） 

文科スポーツコース１年（男16名、女15名 合計31名） 

２年（男19名、女19名 合計38名） 

３年（男24名、女18名 合計42名） 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ スポーツⅠ・Ⅱ・Ⅲ ） 

② 行事名（ オリンピック・パラリンピック教育講演会 ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

オリンピック・パラリンピック教育を行う事で、2020 年東京オ

リンピック・パラリンピックに様々な形で積極的に参画し、スポー

ツを通してグローバルな活躍ができる人材の育成を目指す。 

 

５取組内容 ミズノトラッククラブ飯塚翔太氏（2016 年リオデジャネイロオ

リンピック男子 4×100m リレー銀メダル獲得）を講師に招き、『オ

リンピックから学んだこと』をテーマに、御自身の経験を踏まえ、

目標の持ち方、競技に対する姿勢、出会いを大切にすることや、感

謝することの重要性などについて講演をしていただいた。 

 

 

６主な成果 

 

生徒の感想などから 

○とにかく前向きに取り組むことの大事さを学んだ。『失敗を歓迎す

る』『ミラーニューロン』『負の流れを変える』など今けがをして、

マイナス思考になっていた自分にはとても参考になった。 

○練習は『どんなことをやるか』ではなく『どんな思いでやるか』

で効率がかわってくると聞き、自分も実践しようと思った。 

○『GIVE ＆ GIVE ＆ GIVE』の姿勢を持ち続けることで、

支援者が増えることがわかった。自分のことしか考えずに競技に取

り組むのではなく、常に周りからの支援を感じながらそして、感謝

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



の気持ちを持ち続けないといけないと再認識した。 

○自分が頑張れる環境作りを自分でしないといけないことがわかっ

た。自分の周りにエネルギーを持った仲間が集まり、支えてくれる

ことが、自分の成長にも大きく関わってくることがわかった。その

為には、仲間をたくさんつくり、自分から与え続ける事を実践する

必要があると感じた。 

○目標は自分の為だけでなく、他人の為にも立てることでより頑張

れることを知った。また、自分にしかできない武器を持つことの大

切さも学んだ。 

○日常生活から前向きに取り組むことが大切だと言うことがわかっ

た。表情を良くする、視線を上げる、プラス思考に考えるなど意識

してやってみようと思った。 

 

 

 

 

 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

○事前学習をしたり、質疑の内容を事前に考えさせたりしたことで

主体的に受講できた。 

 

 

８主な課題等 ○継続的に取り組む事で、生徒達の意識改革につながる。 

○講演をするに当たって講師費用が安価すぎる。素晴らしい講演を

お願いするにはそれなりの代価が必要なので、体育系設置校合同で

行うなど工夫が必要。 

○どんな競技でも良いが、実際にトッププレイヤーの試合の観戦や

練習の見学ができる機会が欲しい。 

○人間力を高める学習に繋がる為に、競技者以外の方々から学ぶ事

も重要と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９来年度以

降の実施予定 

○来年度も講演を実施しようと考えている。卒業生で活躍している

大相撲の宇良和輝氏、アメリカ大リーグダイヤモンドバックス所属

の平野佳寿氏、シンクロナイズドスイミング女子日本代表の福村寿

華氏などを講師で調整しようと考えている。 

 



 


